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 要  旨 
 
 
近年PCクラスタのような高性能クラスタシステムが普及している．クラスタシ
ステム上でアプリケーションを実行する際，高性能で，かつ効率よく利用できる
並列プログラミング環境が重要となる． 
従来から，分散環境における並列プログラミングには，MPI等のメッセージ通信
ライブラリを用いるのが一般的である．しかし，MPIによるプログラミングはプロ
グラマがデータの配置を考慮し，データ通信を明示的に記述しなくてはならない．
これはアプリケーションプログラミングを容易でなくする． 
ソフトウェアで仮想的な共有メモリを実現するSoftware Distributed Shared 
Memory (S-DSM)は，明示的なデータ転送コードが不必要であり，分散メモリ環境
において共有メモリモデルの並列プログラミングが可能であるという利点を備え
ている．現在までにいくつかのS-DSMが開発されているが，メモリ一貫性をとる機
構が複雑なため開発に時間がかかるという問題がある． 
 S-DSMでは仮想共有メモリを構築する時，分散したメモリ間の一貫性をとるため
に通信を行う．通信は非同期に行われ，実行状況の把握は困難である．S-DSM開発
時のデバッグ作業においては，printfを用いた断片的な実行状況の取得が一般に
行われる．これは実行状況の詳細な情報を得にくく，デバッグおよび性能ボトル
ネックの解明には不十分な方法である．開発を容易にするためには実行状況をわ
かりやすい形で提示する開発支援ツールが求められる ． 
 新しいS-DSMを開発する，あるいは従来のS-DSMに新しい機構を実装するとき，
そのたび毎に新たにツールを作成することは避けるべきである．すなわち，対象
とするS-DSMを限定しないツールが求められる．しかし，現在のところ複数のS-DSM
を対象とするツールはない．そこで，本研究では複数のS-DSMを対象とした開発支
援ツールS-CATを作成した．また，使用事例からS-CATの有効性を確認した． 
 
